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２０２４年度事業報告書 

 

 当協会は、デジタル戦略の中心としてオートレース運営の一翼を担う機関であり、オー

トレース基幹システム（ASC3）の運用管理事業と AutoRace.JP投票の売上向上のための PR

を実施した。 

さらに、持続的発展を目指し業界で策定した中期基本方針の取り組みを踏まえつつ、オ

ートレースの健全な発展に寄与するため、オートレースに関する調査研究事業、競走車部

品の安定供給に関する事業、モーターサイクルスポーツの普及促進事業及び中期基本方針

関連事業をオートレース運営支援関連事業として実施した。 

 また、その他事業として、オートレース運営に係るリース事業、オートレース場外車券

発売業務に関する事業を実施した。 

 

１．オートレース支援事業 

（１）オートレースに関する調査研究事業 

競走車及びその部品等に関し、改良・開発など業界からの要望に対し、調査研究を行

う事業であり、今年度は以下の事業を行った。 

①車載カメラ取付用治具の改修 

SG 開催及び特別 GⅠ開催の優勝戦おいてレース映像の収録を実施していたところ、

選手から競走車の操作性について大きな影響があるため改善して欲しいと要望があ

り、競走車の前車番付近に集中していた機材一式を分割方式にし、約２／３の重量を

後ろ車番付近に移動する改修を行った。 

その結果、操作性については大きく改善することが出来、スーパースター開催以降、

全３開催で使用した。 

 

（２）競走車部品の安定供給に関する事業 

①備蓄事業 

競走車部品で、その特性から特定のメーカーに一括発注しなければ生産の引き受け

先がない部品（１８８品目）について、当協会が最小限の生産ロット数を発注して在

庫保管（備蓄）し、必要数量を選手会支部の部品庫に供給する備蓄事業を行い、安定

供給に努めた。備蓄部品の販売額は 394,294,893 円でメーカーからの購入額（仕入額）

は 369,866,221 円であった。 

なお、競走車用エンジンの第 15 回生産を行い、スズキ株式会社より AR500 エンジン

35台、AR600エンジン 35 台を購入した。 

 

②割賦販売事業 

３８期新人選手１８名にＡＲ５００エンジン、３７期選手１１名にＡＲ６００エン

ジンの割賦販売を行うとともに、前年度に引き続き、割賦代金の回収を行った。 
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③取次事業 

ア．競走車のエンジン・同部品に関する取次事業 

 選手が、競走車のエンジンを現金で購入する場合及び各レース場の部品庫から競走

車のエンジン部品を購入する場合に当協会がメーカーに注文を取次ぐ事業を行った。

取次内容は、部品の取次額が 273,163,718 円であった。 

イ．オイルフォーク等の整備に関する取次事業 

 選手から、オイルフォークの整備依頼及び消音器の補修依頼を受けてメーカーに取

次ぐ事業を行った。取次内容は、オイルフォークは５件でその額は 160,600円、消音

器は、ナイター用マフラーの修理を含め４件 411,840円であった。 

  

④その他の事業 

競走車及び同部品等の供給に係る苦情を受け付け、その内容を調査（目視検査等）

し、その状況に応じてメーカーに取次ぎ苦情処理に努めた。受け付けた件数は４２件

で、４２件の処理を行った。 

 

（３）モーターサイクルスポーツの普及促進事業 

モーターサイクルスポーツの普及促進を通じて、広く一般にオートレースのイメー

ジアップを図るため、主に年少者を対象としたミニバイクのキッズバイク初心者教室

をオートレース場及び場外車券売場等で実施した。 

 

（４） オートレース中期基本方針関連事業 

① AutoRace.JPサイト関連事業 

施行者より電話投票業務の委託を受け、基幹システムの運営管理を行うとともに、 

AutoRace.JP投票の車券発売額向上に関する事業を施行者、JKA とともに実施した。 

・ロイヤル化に向けた新規会員の獲得とロイヤル既存会員への売上向上を軸とした

プロモーションを実施した。 

・２０２２年度から AutoRace.JP 投票のメインビジュアルとして起用しているケン 

ドーコバヤシ氏の画像をポスター等の各種制作物に使用したほか、AutoRace.JP 

投票及び公式重勝式のＣＭをインターネット及びＣＳ中継等で配信した。 

また、ＳＧレース開催に合わせたＷＥＢ広告及び新規入会キャンペーンや各種セ 

ールスプロモーションを実施した。 

・オートレース公式ファンクラブを運営し、各種キャンペーンを実施したほか、会 

員限定イベントとして、ロッカー見学会やＳＧレース表彰式への招待等を実施した。 

・浜松オートで行われたアーリーレース（全７節）を AutoRace.JP 投票の冠レース 

として開催し、認知度向上に努めたほか、併せてポイント還元キャンペーン等を実 

施した。 

・AutoRace.JP 投票会員限定で抽選によりオートレース選手表彰式に招待した。 

・AutoRace.JP 投票の認知度向上を図るためマスコットキャラクターを制作するこ 

ととし、２０２４年５月に「AutoRace.JP 投票マスコットキャラクターデザインコ 

ンテスト」を行い、応募案の中から「オトもっち」を採用することを決定し、１０ 
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月から公式ファンクラブサイト等で使用したほか、キャラクターグッズを制作し各 

種キャンペーンの賞品として活用した。 

 

２０２４年度の電話投票売上額は 10,624,018,400 円（対前年度比９２．３％、１

日平均電投売上額は対前年度比８９．１％）であった。 

 

②AutoRace.JP 投票加入者に関する事業 

ア．加入者募集 

２０２４年度の加入者については、ネットバンク会員が楽天銀行２，４７０名、 

ＰａｙＰａｙ銀行１，９４１名、三井住友銀行１，０３０名、ゆうちょ銀行１，６ 

１４名、決済代行２，３６８名、キャッシュレス４１５名と合計９，８３８名の新 

規会員を登録した。 

２０２４年度末の電話投票会員数は５，８６０名増の１６９，０６４名（対前年 

度比１０３．２％）となった。 

（一般銀行会員５，９２５名、ネットバンク会員１６３，１３９名） 

イ．加入者へのＰＲ 

AutoRace.JP 投票会員でオートレース公式ファンクラブにご加入いただいたお 

客様に対して、AutoRace.JP 投票で車券を購入していただくとマイルが貯まるサー 

ビス等を実施した。 

 

③AutoRace．JP キャッシュレス車券発売業務 

２０２３年３月からキャッシュレス車券発売を開始している川口オートレース 

場では、本場でのグレードレース開催時に未確定車券抽選会等の販売促進イベント 

を実施した。 

２０２４年１２月１日にオートレース石鳥谷の開設に合わせて AutoRace.JPキャ  

ッシュレス投票所をオープンし、キャッシュレス機器による車券発売業務を実施し

た。また、新規会員獲得キャンペーン及び予想会を実施した。 

なお、２０２４年度新規登録の会員数は、４１５人で、２０２４年度末の会員数 

は１，２９２名（対前年度比１４７．３％）となった。 

 

④公式重勝式発売事業 

２０２３年１０月３１日から開始した公式重勝式車券「ＡｕｔｏＲａｃｅ ＴＷ 

Ｏ」、「ＡｕｔｏＲａｃｅ ＴＨＲＥＥ」、「ＡｕｔｏＲａｃｅ ＦＯＵＲ」を発 

売した。また、売上向上のための投票ポイント還元キャンペーン等を実施した。 

なお、２０２４年度公式重勝式の売上額は 69,029,220 円であった。     

 

⑤車載カメラプロジェクト 

昨年度の検証結果から、Xacti社製カメラと SONY 製スマートフォンを使用した車 

載カメラシステムの仕様が決定され今年度は SG開催及び特別 GⅠ開催の優勝戦おい 

てレース映像を収録（オンデマンド配信）に帯同し､技術面での協力を行った。 
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⑥CS放送関連事業 

２０２３年度まで公益財団法人 JKA が主体となって行っていた CS 放送関連事業

（CS放送、映像伝送サービス管理）を本年度より当会が受託して行った。 

 

２．その他事業 

（１）オートレース運営に係るリース事業 

小型自動車競走施行者、オートレース場及びオートレース場外車券売場施設を所有す 

る法人等が開催運営に係わる設備（投票関連機器、映像装置、ナイター設備等）を導 

入する際に、初期費用軽減化のため、当会がその機器等をリースする事業を行ってお 

り、今年度は以下１件の新規リースの契約を締結した。 

・西日本小型自動車競走会（西自競 KT 端末（山陽事務所）） 

 

（２） オートレース車券発売業務の受託に関する事業 

オートレース場外車券売場設置の促進を目的として、新設する場外車券場に投票端末 

機器等を設置し、その管理業務に関する受託契約を当該管理施行者と結び、同所での勝 

車投票券発売業務を行うもので、２０１８年３月よりサテライト南国（高知県南国市） 

にオートレース用投票用端末機器（自発払２窓、有人窓口１窓）、オッズ配信用モニタ 

及び実況配信用モニタを設置し、今年度もその管理業務に関する受託契約を管理施行者 

となる浜松市と結び、「オートレース南国」として勝車投票券発売業務を実施した。 

 

（３）オートレース基幹システム（ASC3）関連業務 

①オートレース基幹システム（ASC3）運用管理等事業 

小型自動車競走施行者５施行者より委託を受け、オートレース基幹システム運用管 

理業務及び車券発売業務を実施した。年間を通して大きなシステムトラブルもなく、

安定稼働した。 

②システム開発事業 

AutoRace.JPサイトにて AI予想機能追加のほか、各システム系統の機能改善や保    

守開発を実施した。 

 

（４）映像配信事業 

２０２３年度まで公益財団法人 JKA が主体となって行っていた映像配信事業（ 

インターネット中継配信、YouTubeライブ配信業務等）について、事業体制強化を目的

として、２０２４年度より当協会が受託して実施した。 
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附 属 明 細 書                

 

 

 ２０２４年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在し

ないので作成しない。 

 

 

 

                                        ２０２５年 ６月 

一般財団法人オートレース振興協会 

 

 

 

 


